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Be a playeriro dori

鳥取県西部中小企業青年中央会

第47期会長  奥森　秀夫

ご挨拶

新和産業㈱　常務取締役
S54.06生

〈中央会活動経歴〉
H23年度入会
H25年度 副委員長
H26年度 県出向理事／H27年度 委員長
H28年度 副会長／H29年度 専務理事
H30年度 県出向監事／R01年度 副会長
R02年度 監事

　鳥取県西部中小企業青年中央会第47期会長を務めさ
せていただきます、奥森秀夫と申します。どうぞ、宜しくお
願いいたします。
　関係各位の皆様方、OB会員の皆様方におかれまして
は、平素より当会へのご支援ご鞭撻いただいておりますこ
と会を代表いたしまして、厚く御礼申し上げます。
　当会は綱領「英知、友愛、団結」のもと、昭和50年発足
以来一年一年の活動を繋げ、46年の歴史を積み重ねてま
いりました。ここ近年、第45期、第46期とCOVID-19とい
うこれまでに経験したとの無い中での活動となりましたが
全会員で考え行動し歩を進めてまいりました。第47期も影
響のある中でのスタートとなりますがこの2年の経験と会
員一人一人の声を大切に次へ繋がる1年にしていきたいと
決意しております。
　当会50周年へ向けてカウントダウンも始まる第47期は
スローガンを「彩～irodori～」テーマを「Be a player」と
させていただきました。当会には会員数だけの考え、価値
観、経験があり、一つの考えに固辞し続けるとそこには衰

退しかありません。綱領のもと様々な考え、思いを互いに
言葉にし、そして耳を傾け、一つになっていくからこそ発展
があると考えます。自己を持ち、他者を知り、学ぶ。今、自
身が持っている色に様々な色が加わり色が変化していく。
その自身の色の変化こそが成長だと思います。そして、それ
を実践していく為にその時々の場面、対する人が変われば
自身の置かれるポジションが変わりますがその時に適した
ポジションを自身で見つけ、傍観者“supporter”ではなく
一人一人が常に“player”として物事、人に向かっていって
ほしいという思いを込めさせていただきました。
　第47期も難しい状況の中での活動となりますが様々な
色を吸収する学びの姿勢を持ち、人の色に変化を与えられ
る人となり、鳥取県西部中小企業青年中央会またはこの
地域が彩り豊かになるよう会員一同で邁進してまいります
ので関係各位の皆様方、OB会員の皆様方には引き続きの
ご支援ご鞭撻を賜ります様お願い申し上げご挨拶とさせ
ていただきます。
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株式会社シー・アンド・エヌネクスト営業統括
H24年度入会
H30年度 副委員長／R01年度 委員長

有限会社足立ふとん店
H23年度入会／H25年度 副委員長／
H27年度 委員長／H28年度 県出向理事／
H30年度 委員長／R02年度 副会長

有限会社育成　専務取締役
H30年度入会
R01年度 副委員長
R02年度 委員長

住法律事務所
H24年度入会
H27年度 副委員長／R01年度 委員長
R02年度 県出向理事

有限会社　渡辺商店　取締役
H26年度入会
H29年度 副委員長／R01年度 委員長／
R02年度 県出向理事

株式会社 D・I・P　
H23年度入会／H25年度 副委員長／
H27年度 県出向理事／H29年度 委員長
／H30年度 県出向理事／R02年度 専務
会計担当理事

副会長・専務理事ごあいさつ副会長・専務理事ごあいさつ

　第47期副会長を拝命いたしました木嶋康之と申します。第46期に
引き続き大役を仰せつかり、大変光栄に思っております。昨年より続
いているコロナ禍での活動をするにあたってしっかりと対策を講じ、
出来るかぎり会員の皆様に魅力ある活動と感じて頂けるように副会
長という立場で考えていきます。
　また、奥森会長が掲げられたスローガン「彩～irodori～」を景山委
員長、山根副委員長を中心とした素晴らしい委員会メンバーとともに
体現し、歴代先輩方に学ばせて頂いたことを次代にお伝えしていけ
ればと思っております。微力ではございますが、精一杯役目を果たし
たいと思いますので一年間よろしくお願いします。

　今期、副会長を拝命致しました小谷泰樹で
す。谷村委員長をリーダーとするビジネス経営委員会を担当致します。
　入会して10年目、当会の環境や会員の意識も時代を経て、少しづつ変化
してきたように思います。しかし、変わらないのは会員一人一人がその場所
にいて、互いに刺激し学び合う姿であり、今期のスローガン『彩(いろどり)』
はあらためてそこに焦点を当て、アップデートしようという試みです。
　長年、多くの先輩方が築いた中央会という、いわば巨人の肩に乗せてい
ただいている我々、現役会員です。巨人の肩に乗って下を見るのではなく、
さらに上を見上げて、我々自身の可能性を信じて活動していきたいと思い
ます。
　微力ではありますが、貢献できるよう活動してまいりますので、皆様どう
ぞ宜しくお願い致します。

　第47期副会長を拝命いたしました柏木克
仁と申します。今期もCOVID-19が収束しない状況ではありますが、
コロナ禍の経験を活かし新たなかたちを創り出していけるよう全力
を務めてまいります。また、微力ながら諸先輩方からご指導いただい
た英知・友愛・団結をもとに、担当する地域彩り委員会をより良い方
向へ導いていけるよう精一杯頑張っていきたいと思います。奥森会
長が掲げられたスローガン「彩～irodori～」を安藤委員長の下に委
員会メンバーと共有し、委員会を通じて人となりを知りながら学び合
い、個性あふれる会員となっていけるよう自分自身も勉強させていた
だきます。最後になりますが、副会長という大役を一年間しっかりと
全うし務めてまいりますので、皆様よろしくお願いいたします。

　第47期専務理事兼会計担当理事を拝命
しました住です。1年間どうぞよろしくお願い致します。
　新型コロナウイルスが猛威を振るい、本年度の通常総会・卒会式及び
7月例会が中止となるなど、我々の前に大きく立ち塞がる大変苦しい状況
にあります。奥森会長のもと四役及び役員が中心となってこの苦境を耐
え、50周年を目前に控える当会を守ってまいりたいと思います。
　そして、奥森会長の掲げられた「彩～irodori～」のスローガン、「Be ａ 
player」の活動テーマを念頭に、我々会員一同が切磋琢磨しながら協
調して、会を美しく彩りましょう。
　全力で会長を盛り立て、円滑に会の運営を行っていきたく存じますの
で、何卒よろしくお願い致します。

　第47期副会長を拝命しました足立駿です。
第37期に入会し現在11年目となりますが入会以来一度も経験のない政
治行政委員会を担当させていただきます。第46期に引き続き2期連続で
副会長となりますが私自身改めて学ぶ1年になろうかと思います。
　これまでに諸先輩から多くを学び、また様々な経験をさせていただき
ました。過去の経験を活かし、事業の作り方や委員会の運営方法など、
私なりにアドバイスし宇佐見委員長、景山副委員長を支えていきたいと
考えております。
　この第47期政治行政委員会が委員長を中心に華やかに彩り、また、
年間の活動を通じて委員会メンバーが「ええ顔」できる様しっかりとサ
ポートしていきたいと思っておりますので、何卒よろしくお願いいたしま
す。

　第47期広報委員会担当副会長を拝命致
しました渡邉公平です。
　第47期奥森会長が掲げたスローガン『彩』のもとで、今まで先輩方
が築かれてきた西部青年中央会が益々発展すべく微力ながら尽力し
ていきたいと思いますので皆さま一年間よろしくお願い致します。
　新型コロナウイルスの影響で人と人の繋がりに於いてのコミュニ
ケーションが取りづらい中でリモートなどによって情報発信や情報伝
達の手法が変遷し、広報においても時代の転換点にあると感じてお
ります。その様な時代の中で下村委員長、高見副委員長を中心とし
た委員会メンバーで未来を見据えた広報の在り方を考えていき、そ
れを実現すべく副会長という立場でサポートしていきたいと思います
ので皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

総務委員会担当	
副会長　木嶋康之

ビジネス経営委員会担当	
副会長　小谷泰樹

地域彩り委員会担当	
副会長　柏木克仁

専務理事兼会計担当理事	
理事　住　真介

政治行政委員会担当	
副会長　足立　駿

広報委員会担当	
副会長　渡邉公平
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山陰建設サービス株式会社
営業部　営業二課　課長
H29年度入会　R01年度 副委員長

『競存競栄』

サンクリーン株式会社　
取締役営業部長
R01年度入会　R02年度 副委員長

「輝心」
　～童心にかえって～

山陰フェンス工業有限会社　専務取締役
H28年度入会　R01年度 副委員長
R02年度 県出向理事

『かっこいいを
　目指して』

エレックス株式会社
執行役員　システム部　部長
H30年度入会　R02年度 副委員長

『繋がり〜点から線へ、
　　線から面へ〜』

美保テクノス株式会社
営業部　主任
H30年度入会　R02年度 副委員長

『Infinity
　　　～無限大～』

委員長・理事ごあいさつ委員長・理事ごあいさつ

　第47期総務委員長を拝命致しました景山慎也です。
　今期の総務委員会のテーマは「輝心」～童心にかえって～と致しました。
　総務委員会は来賓・OB会員をお招きし例会を開催する重要な事業を担当致します。46年の歴史の中で培
われてきた事を守りつつ、安心・安全に配慮し、来賓、OB会員、現役会員に参加して頂きやすい新たな形
をしっかりと具現化していく事が大切ではないかと考えております。その為にも、総務委員会一同が一丸と

なって個性と英知を如何なく発揮し、一緒になってChallengingな活動にしていきますので、1年間宜しくお願い致します。

　第47期ビジネス経営委員会の委員長を拝命いたしました谷村祐也です。当委員会は、地域性や企業規模に合わせ
た経営力向上に繋がる知識やスキルを学ぶことや他団体事業との調整・交流などを中心に活動いたします。
　委員会活動を通して、一人一人が新たな知識や考え方を受け入れ身に付けることで、各自・各企業の無限の可能性
を見出し、自分自身を彩って（成長させて）いただきたいとの想いから、委員会テーマをInfinity～無限大～としまし
た。

　昨今、企業経営の在り方や働き方など、大きく変化してきていると感じております。当会に係る全ての方々に学んでいただける活動を行いた
いと思っております。微力ではございますが、皆様のお力になれるよう努めてまいりますので、一年間どうぞよろしくお願い致します。　

　第47期地域彩り委員会の委員長を拝命いたしました安藤睦男です。地域彩り委員会では山陰を彩り、地域
を盛り上げておられる方々に着目し、発掘・発信を行うという活動指針を頂きました。当委員会では委員会
テーマを『かっこいいを目指して』としました。まずは身近な人達から「かっこいい」と思われる経営者・
経営幹部の会となれば、西部青年中央会の魅力が外部に発信され、さらに大きな輪になると考えておりま
す。まずは一年間を通じ委員会メンバーがかっこいいを目指して活動していきます。一年間よろしくお願い

申し上げます。

　第47期広報委員会の委員長を務めます下村英一です。1年間よろしくお願い致します。
　今期の広報委員会テーマを『競存競栄』としました。これは私の作った造語で、本来は“共”という漢字を
あえて“競”としました。そこには、共に助け合うだけでなく競い合いながらお互いを認め、競い合いながら
成長し繁栄していくという想いを込めております。
　広報委員会はハンサムやホームページ等を通して中央会の魅力を発信する委員会です。新型コロナウイルス

の影響で従来通りの活動もままならない状況ではありますが、だからこそしっかりと会の魅力を発信し、中央会の繁栄の一助となれる
よう『競存競栄』のテーマのもと委員会メンバーと共に頑張ります！
　皆様には原稿依頼や取材でお時間をいただくことがあると思いますが、快く引き受けてくださいますようお願い致します。

　第47期政治行政委員会の委員長を拝命いたしました宇佐見啓輔です。当会の歴史を振り返ると「政治・行政」が
つく委員会は必ずと言ってよいほど含まれており、時代に関係なく重要なテーマの一つであると同時に、先輩方の軌
跡に重圧を感じております。
　今期の当委員会は「米子・境港間の高規格道路」に焦点を当て、委員会テーマを「繋がり～点から線へ、線から
面へ～」として活動していきます。点と点を繋げ「線」を作り、線と線を繋げ「面」を作るように、単独の行政機関で

はなく、複数の行政機関と繋がる機会を設けることによって、一点ではなく、線もしくは面での広い視野を持ち、西部地区のより良い未来に
繋げていく事ができるような一年にしたいと思いますので、皆様よろしくお願い致します。

総務委員会	
委員長　景山慎也

ビジネス経営委員会	
委員長　谷村祐也

地域彩り委員会	
委員長　安藤睦男

広報委員会	
委員長　下村英一

政治行政委員会	
委員長　宇佐見啓輔
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株式会社富士オートメーション　代表取締役
H19年度入会
H26年度 副委員長／H28年度 委員長／H29年度 副会長／
H30年度 専務理事／R01年度 監事／R02年度 会長

山進運輸株式会社　代表取締役社長
H23年度入会／H26年度 委員長／H27年度 副会長／
H28年度 県出向監事／H29年度 副会長／H30年度 監事／
R01年度 会長／R02年度 直前会長

株式会社サンイントウエイ　代表取締役社長
H19年度入会／H21年度 副委員長／H30年度 委員長／
R01年度 副会長／R02年度 副会長

株式会社堀尾建築設計事務所　専務取締役
H26年度入会／H28年度 副委員長／H29年度 委員長
R01年度 副会長／R02年度 監事

美酒佳肴ゆらく　代表
H16年度入会／H26年度 副委員長／H28年度 委員長／
H29年度 県出向理事／H30年度 副会長／R02年度 副会長

直前会長・参与・監事ごあいさつ直前会長・参与・監事ごあいさつ

　第47期、直前会長を務めます高塚康治です。よろしくお願いいたします。まずもって昨年度一年間、大変お世話
になりありがとうございました。第47期もコロナ禍のため、通常総会・卒会式並びに、7月例会が中止でのスタートと
なり、非常に悔しい気持ちでいっぱいです。47年目にはいる中央会の熱い火を消すことがないように、奥森会長を
しっかりサポートしていく所存でございます。「彩～irodori～」というスローガンが示されました。50周年を控えた当

会が彩り豊かに、ひとりひとりが主役になれる、そんな活動ができればと思います。皆さまにおかれましては、そんな会の活動にご理解、ご
協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

　第47期、監事を務めさせていただきます、高井賢一です。私の自己評価として、あまりしっかりしていないという
か、いい加減な所が多いのではないかと感じております。今回、その自己評価とは正反対の監事という大変な重役
ですが、これも「その部分を成長させなさい」という奥森会長からいただいた課題と思い、これまで諸先輩方からい
ただいた助言を活かしながら、会長の掲げられたスローガン『彩』の一部分として担えるように、精一杯活動してい
きたいと思います。1年間宜しくお願い致します！

　第47期監事を拝命いたしました中村です。1年間どうぞよろしくお願い申し上げます。
　コロナの影響で会員の皆様におかれましては、企画していたことを急遽違った形で行ったり、時には中止
になったりと、活動が制限されていながらもいつも以上に動くことが多々ある中で会員の皆様が一致団結し
て活動を途絶えることなく進めてこられました。共に助け合いながら、コロナ禍の中でも友愛を深めている
この中央会は、本当に素晴らしいと感じさせられる場面が多かったと思います。今期は監事の立場として、

このコロナを乗り切って、コロナ前よりも盛大な活動となるように会員の皆様と一緒に活動をしていきたいと思います。

　第47期参与を務めます山口尚文です。関係機関の皆様、OB会員の先輩方におかれましては、日頃より当会
の活動に、ご理解ご協力を賜りありがとうございます。私事ではございますが、多くのことを学ばせていた
だいた中央会の活動も卒会を迎える歳となりました。ラストイヤーとなる今期は、どんどん成長し活躍する
後輩たちの雄姿を笑顔で静かに見届けて巣立っていこうと思います。

　結びになりますが、私たち鳥取県西部中小企業青年中央会は、新型コロナウイルスが蔓延し活動が制限されている現在も第47期 
奥森会長を先頭に歩みを止めることなく進み続けております。関係各位の皆様におかれましては引き続きのご支援とご協力をお願い
いたします。

　第47期監事を務めさせていただきます堀尾一仁です。
　前期に続いて監事の役をいただいておりますので、昨年とは違った形で、気づきや活動に勢いをつけられ
るような役目が出来ればなと思います。また、40期入会から8期目となり、今期が中央会生活ラストイヤーと
なりました。私が諸先輩方から学んだ様々な事、感じた事、残していただきたい事などを皆さんに伝えてい
けたらと考えておりますし、監事という役はどうあるべきなのか、何ができるのか、自問自答しながら、会

を盛り上げていく一助になればと思います。
　卒会年度、1年間楽しみながらも、しっかりと取り組んでいこうと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

直前会長	
高塚康治

監事	
高井賢一

監事	
中村友紀

参与	
山口尚文

監事	
堀尾一仁
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株式会社クラム　代表取締役
H22年度入会
H26年度 副委員長／H29年度 委員長／H30年度 県出向理事／R02年度 副会長

株式会社カーロード山陰　専務取締役
H29年度入会
R02年度 副委員長

ＨＡＳＥＧＡＷＡテクニカ株式会社　
取締役専務
H26年度入会／H28年度 副委員長

株式会社LABO　工事部次長
H28年度入会
H30年度 副委員長／R02年度 委員長

合同印刷株式会社　社長室室長
H21年度入会
H28年度 副委員長／R01年度 委員長

県会長・県出向役員ごあいさつ県会長・県出向役員ごあいさつ

　鳥取県中小企業青年中央会　第47期会長を務めさせて頂きます、永井拓未と申します。
どうぞよろしくお願い申し上げます。当会が果たす役割は、青年の創造力と行動力を活か
し、失敗を恐れず中小企業が直面している課題に積極果敢に挑戦すること、そして地域社
会の発展に資するところにあります。
　時代が大きく変遷するいまこそ、会員一人一人がリーダーとして、社会経済情勢の変化
に機敏に対応し、行動を起こすことが必要とされています。第47期のテーマは「Be the 

Change」とさせていただきました。「変化になれ」という意味で自分が望む未来にしたいのなら、まず自分が変化の一部になろ
うということです。自分自身で何も行動を起こさずに周りや環境の変化を待っていても何も変わりません。当会の綱領にあるよ
うに自ら行動し、自己の研鑽に努め、英知を養うことで、未来を切り開くことができるのではないでしょうか。
　本年度はリーダーシップや組織の活性化そして身近で非常に大きな問題である人口減少問題に重点を置き「英知・友愛・団
結」の綱領のもと会員と会員が手を取り合い、切磋琢磨し成長ができるよう、第47期の事業を展開していきたいと思いますの
で、どうぞ宜しくお願い致します。

　第47期県出向理事を拝命させていただきました松田順次です。
今期は西部が主幹となりますので、永井県会長のもと、精一杯頑張
りますので宜しくお願いします。
　新型コロナウイルス感染拡大は、収まることなく広がり続け、昨
年度の県の事業は通常開催ができず、中止になってしまった事業も
ありました。今期においても、ワクチン接種が広がり始めているとは
いえ、まだまだ通常の開催は難しい状況が続いています。このよう
な状況ではありますが、どのような形でも他地区の会員との交流が
できるような県事業を検討していきたいと思います。ZOOM開催な
どをされた会員に相談することもあるかと思いますが、1年間宜しく
お願いします。

　県出向専務理事の濱です。第47期は何が何でも事業をする
という（中止にはしない）永井県会長の思いがあります。この
コロナ禍で皆さんが集まって事業をする事が難しい時があるか
もしれません。しかし、色々な形式（ZOOM等）を模索しなが
ら、必ず事業を行うという気持ちでやり遂げていこうと思いま
す。会員の皆様が興味を持っていただけるように、身になるよ
うな事業を行いたいと思っております。
　永井県会長をはじめとする県役員の皆さんと共に県事業を盛
り上げ、県出向専務理事として皆様の力になっていきたいと
思っておりますのでよろしくお願いいたします。

　今期、県出向理事を拝命しました、長谷川恵一です。初めて
の理事ということで中央会生活に少し変化が生まれ、初心の頃
とは違う緊張を感じています。今期の鳥取県中小企業青年中央
会は西部が主幹、そして県委員長という大役を賜り、西部の代
表として恥ずかしくない活動をしていきたいと思っています。
コロナ禍ではありますが、実現可能な事業を計画していきます
ので、ご参加よろしくお願いいたします！

　第 47 期県出向理事を拝命いたしました中西悠介と申します。
今期は西部が主幹、そして初めての県出向理事という役職で不
安もあります。しかし、地区のメンバーが非常に心強いメン
バーですので団結をしっかりと図り、永井県会長が掲げられた
スローガン「Be the Chenge ～未来は自らつかみ取る～」のテー
マの下に、会員の皆様が県の事業に興味を持っていただき、参
加したくなる様な企画をしていきたいと思います。
　１年間よろしくお願いします！

鳥取県中小企業青年中央会　第47期会長	
永井拓未

県出向理事	
松田順次

県出向専務理事県出向専務理事	
濱　真一

県出向理事	
長谷川恵一

県出向理事	
中西悠介
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鳥取県西部中小企業青年中央会通常総会・卒会式･7月例会鳥取県西部中小企業青年中央会通常総会・卒会式･7月例会

鳥取県中小企業青年中央会通常総会鳥取県中小企業青年中央会通常総会

〈
新
入
会
員
〉

〈コメント〉7月に入会させて頂きました米子ガスの岩坂量平と
申します。様々なイベントなどを通じて皆様と積極的に交流を図
り、多くのことを学び成長していきたいと思います。至らぬ点も
あるかと存じますがご指導賜りますようお願い申し上げます。

（
政
治
行
政
委
員
会
）

R03.07（R03年度）入会

（推薦者）宇佐見（啓）

景　山（慎）

岩
いわ

坂
さか

量
りょう

平
へい

AB型
米子瓦斯㈱

ガス・熱・電気の供給

〒683-0845　米子市旗ヶ崎2200

☎ 23-0111  23-0118 

〈コメント〉会の活動を通して、交流を深め、地域の振興・発展
に貢献します。活動に積極的に関わり、他の会員様に学び、成長
します。至らない部分もたくさんありますが、何卒ご指導ご鞭撻
賜りますようお願い申し上げます。

（
総
務
委
員
会
）

R03.07（R03年度）入会

（推薦者）中村（友）
徳中（太）

渡
わた
會
らい
昂
こう
佑
すけ

Ａ型
㈱ Sun-in Social Communication　取締役

飲食業・食品製造業・観光業・運転代行業・広告代理業

〒683-0823　米子市加茂町2-180

☎ 26-1110  

今期は委員長として雄飛・ハンサム発行に携わらせていた
だきます。やはり現役会員、ＯＢ会員や関係各所の方々が
目を通されると思うと責任重大です。皆様が楽しみながら
読んでいただけるハンサムを製作するためには、委員会メ
ンバーが楽しんで製作しないといけません。楽しみながら
しっかりと中央会の魅力を発信していきますので一年間よ
ろしくお願い致します。

（広報委員会委員長  下村英一）

編集後記

8月役員会報告
　令和3年8月2日（月）zoomにて8月役員会が開催され
ました。議題は以下の通りです。
◦卒会式ならびに7月例会開催の件
◦鳥取県中小企業青年中央会の件
◦8月例会開催の件
◦9月例会開催の件
※なお、詳細については各委員長までご確認ください。

大連　代表
H29年度入会
R01年度 副委員長

株式会社ライトスタッフ　取締役
H28年度入会
H30年度 県出向理事

　第47期県出向理事を拝命しました徳中です。入会4年目、副委
員長の経験しかない自分にこのような大役のお声掛けをしてく
ださった奥森会長に大変感謝をしております。県の事業は地区
の事業と違い、年に数回しか行われませんが、その一つずつの事
業を永井県会長、県役員の皆様と実りある事業にしていきたい
と思っております。また、会員の皆様が参加したくなるような事
業にしていきたいと思っておりますので、どうぞ一年間宜しく
お願い致します。

　第47期県出向監事を拝命しました岡田英憲です。東中西部か
ら集まった会員同士が、それぞれの地区の個性や特性を持って
作り上げていくことに県の事業の面白さがあります。まだまだ
コロナ禍の真只中ではありますが、苦境にもめげることなく事
業を作り上げていきたいという永井県会長の真っ直ぐな闘志に
足並みを揃えるべく、意識高く進んで行こうと思っております。
今回で2回目の県出向ということもあり、経験し学んだことを思
い出しつつ、少しでも皆様の助力になれるよう努めて参ります。
　また、私ごとで恐縮ですが、今年が中央会ラストイヤーでもあ
りますので、与えていただいた役割を全うしつつ、しっかり楽し
んで過ごさせていただきます！一年間どうぞよろしくお願い致
します。

県出向理事	
徳中太慈

県出向監事	
岡田英憲

　7月14日、新型コロナウイルスの影響により、令和３年度通常総会・卒会式及び７月例会の中止が決断された。翌日の15日、通
常総会の審議事項について第46期高塚会長、第47期奥森会長、第46期木嶋専務理事、第47期住専務理事、議長第46期高井
副会長の5名が出席して執り行われた。5名以外の会員は委任状出席となり、審議事項第1号議案【令和2年度事業報告、ならび
に収支決算承認の件】及び、第2号議案【令和3年度事業計画、ならびに収支予算書（案）承認の件】の両議案は承認された。

　7月27日、倉吉シティホテルにおいて、鳥取県中小企業青年
中央会 令和3年度通常総会が執り行われた。本来であれば会員
一同が集まり開催される予定であったが、鳥取県内における新
型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑みて、第46期県三役・
県専務理事及び第47期県三役・県専務理事候補者のみが集ま
り総会が執り行われた。その他の会員は委任状出席として議
決権を行使することとなり、第1号議案～第4号議案が承認と
なった。尚、通常総会後に鍵の引渡し、盾の贈呈が行われた。第46期冨田県会長と第47期永井県会長の挨拶については
当日録画され、後日各地区に配信されることとなった。


